
大村市議会だより

高
齢
者
に
対
す
る
バ
ス
料
金

　
　
　
　
　

助
成
は
○
か
×
か

神
近　

寛　

議
員

Ｑ 
本
年
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に

お
け
る
同
様
の
質
問
に
対
し
、
市

長
は
「
財
政
上
の
問
題
も
あ
る
が
75
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
で
き

れ
ば
平
成
27
年
度
か
ら
無
償
化
に
取
り

組
み
た
い
。」
と
答
弁
さ
れ
た
。
市
民
の

期
待
は
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
27
年
度
に

実
施
さ
れ
る
の
か
を
確
認
す
る
。

Ａ 

高
齢
者
に
対
す
る
バ
ス
料
金
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
の
バ
ス
利
用
料
金
の
半
額

程
度
、
で
き
れ
ば
全
額
の
助
成
を
考
え

て
お
り
、
最
低
３
年
間
は
続
け
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

を
機
会
に
、
社
会
的
弱
者
で
あ
る
高
齢

者
の
み
な
ら
ず
障
害
者
の
方
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
大
村
市
に
見
合
っ
た
地

域
公
共
交
通
網
の
整
備
を
目
指
し
た
い
。

医
療
＆
介
護
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

北
村　

貴
寿　

議
員

Ｑ 

介
護
難
民
が
増
加
す
る
と
さ
れ
る

大
都
市
圏
の
シ
ニ
ア
移
住
誘
引
政

策
を
提
案
す
る
。
財
源
を
ま
か
な
う
住

所
地
特
例
の
拡
大
を
国
に
訴
え
、
福
祉

の
ま
ち
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
べ
き
で
あ
る
。
介
護
需
要
が
高
ま
り
、

従
事
者
が
ふ
え
れ
ば
出
生
率
も
比
例
し

て
上
が
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
人

口
維
持
に
も
有
効
で
あ
る
。
海
外
の
富

裕
層
を
取
り
込
む
医
療
＆
介
護
ツ
ー
リ

ズ
ム
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 
大
都
市
圏
の
シ
ニ
ア
移
住
誘
引
政

策
を
実
現
す
る
際
の
財
源
や
住
所

地
特
例
な
ど
の
制
度
上
の
課
題
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、
県
市
長
会
で
提
案
し
、

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
海
外
の
富

裕
層
の
医
療
等
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
、
言
語
の
対
応
な
ど
の
国
際
化
が
課

題
と
思
っ
て
い
る
が
、
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
等
が
あ
り
、
受
け
皿
と
な
る
医
療

機
関
の
対
応
は
可
能
と
思
う
の
で
、
前

向
き
に
取
り
組
む
。

こ
う
の
と
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
　
　
　
　

継
続
に
つ
い
て

永
尾　

髙
宣　

議
員

Ｑ 

不
妊
症
治
療
助
成
制
度
の
市
独
自

支
援
は
、
３
カ
年
の
事
業
計
画
で

本
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る
。
今
ま
で

の
実
績
に
加
え
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
も
、
事
業
の
継
続
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
不
妊
症
支
援
対
策

事
業
と
併
せ
県
内
で
初
め
て
と
な
る
不

育
症
に
つ
い
て
も
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ 

不
妊
症
支
援
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策

に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

来
年
度
以
降
も
事
業
を
継
続
す
る
。
ま

た
、
不
育
症
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、

不
妊
症
対
策
と
二
本
立
て
で
支
援
を
す

る
必
要
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

高
齢
者
の
認
知
症
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

永
尾　

髙
宣　

議
員

Ｑ 
加
齢
と
と
も
に
誰
も
が
認
知
症
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
認
知
症
は
、

本
人
は
も
と
よ
り
介
護
す
る
家
族
に

と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
予
防
対
策
や

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
の
認
知
症
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ 

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
か
ら
認
知
症
予
防
の
普
及
啓
発

や
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
、
認
知
症
高
齢
者
本
人
や
そ
の
家
族

間
の
総
合
相
談
体
制
の
確
立
な
ど
の
取

組
み
を
計
画
し
て
い
る
。
た
と
え
認
知

症
に
な
っ
て
も
、
安
全
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市

独
自
の
認
知
症
の
総
合
対
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

車
イ
ス
利
用
者
の
高
速
バ
ス
停

　
　
　
　

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

村
上　

信
行　

議
員

Ｑ 

車
イ
ス
利
用
者
が
高
速
バ
ス
停
に

タ
ク
シ
ー
で
乗
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
要
望
し
続
け
て
き
た
が
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

車
イ
ス
利
用
者
等
が
利
用
で
き
る
バ
ス

停
を
大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
木
場

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ど
ち

ら
に
設
置
し
や
す
い
の
か
を
検
討
し
て
、

障
害
者
も
健
常
者
も
高
速
バ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

木
場
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
に
当
た
り
、
高
速
大
村

木
場
バ
ス
停
の
利
用
形
態
も
含
め
検
討
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